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研究成果の概要（和文）：本研究は1940 年代から50 年代の第二次世界大戦から冷戦初期に書かれたアメリカの
作家の文学作品とアクティビズムを分析した。Lillian SmithやAnn Petry といった作家の文学作品と政治活動
を検討することによって，この時期に見られたアクティビズムと融合した多様な文学の形態を明らかにした。ま
た、こうした作品が冷戦初期のアメリカ文学について新たな定義を与えるとともに，60年代以降本格化する文学
と政治活動の融合との連続性を示していることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This project analyzed American literature written from late the 1940s to 
the1950s and the activism American writers were involved. Exploring the writers such as Lillian 
Smith and Ann Petry, this project shows that these writers diversify the forms of American 
literature by combining literature and activism. This project also illustrates that these literary 
works give a new definition of American literature during early Cold War period, showing the 
continuity with literature and activism after the 1960s.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は冷戦初期に書かれたアメリカの作家の文学作品とアクティビズムを分析し，この時代の作家による文
学と政治活動を融合した独自の文学形式を明らかにすることによって、冷戦初期アメリカ文学をより包括的に分
析しアメリカ文学史に新たな知見を加えている。さらに、本研究は冷戦初期にみられる文学と社会運動の融合と
1960年代以降のそれとの関連性において検討することで，1960年代以降の芸術と社会運動の起源や形式が多様で
あることを明らかにし、それについて新たな定義を与える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究は、これまで取り上げられることが少なく、近年研究の端緒が開かれ始めた戦時期か
ら冷戦初期に活躍したアフリカ系白人双方の女性作家の文学作品とアクティビズムを分析する
ものであった。この時期の女性作家ついては、最近何冊かの研究書が出版されているものの、
アフリカ系女性作家に特化した研究であるか、もしくはアメリカまたは南部女性文学研究の枠
組みで語られることがほとんどである。アクティビズムという観点から、この時期のアフリカ
系女性作家と白人女性作家を横断的に取り上げた多面的かつ包括的な分析はほとんどなされて
おらず、依然として未開拓の分野と言える。このことから本研究は、研究領域が関係する冷戦
文学研究、アフリカ系文学研究そして女性文学研究など様々な領域において新たな研究の切り
口を提示すると同時に、従来の研究において欠落していた部分を補う研究になると考えられた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は 1940 年代から 50 年代の第二次世界大戦から冷戦初期に書かれたアメリカの作家
の文学作品とアクティビズムを分析する。戦争と冷戦を通じて急速にグローバル化してゆくア
メリカ社会のなかで、人種とジェンダーという問題をナショナルでインターナショナルな視点
から見直したアメリカ作家の作品とアクティビズムを、これまで取り上げられることが少なか
ったアフリカ系そして白人女性作家も含めて多面的に考察することで、この時代のアメリカの
作家たちの文学作品とアクティビズムをハイブリッドな視点から検証する。この時期の作家 
たちの活動を 50 年代後半以降本格化様々な社会運動との連続性の中で捉えることで、この時
期の作家たちが与えた影響の重要性を明らかにすると同時に、従来のアメリカ文学・文化研究
に新たな視点を提供することが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 研究の方法は、基本的には一次資料の収集，精読、分析である。一次資料については購入可
能なものについては購入し、また国内の図書館に所蔵の場合は複写、Web などを使って入手し
た。しかしこれらの資料のほかに未出版の原稿、手書きの原稿、書簡などに入手困難なものに
関しては、現地に赴き複写あるいは筆写で入手した。また、この時代の一時資料を分析するに
あたっては、この時期の人種やジェンダーに関する様々な規範を多角的に理解することが必要
となってくるため、『ライフ』等のこの時期に発行された大衆メディアの研究をさらに精査する
とともに、『エボニー』やなどアフリカ系向けメディアに関する資料の収集、精読分析も行った。
そうすることで、時期のアメリカ文学における人種そしてジェンダー表象及びアクティビズム
を多面的かつ包括的に考察した。そして国内外の学会にて、研究成果を発表し評価を仰いだ。
研究機関に行った具体的な研究は以下の通りである。 
 
（１）2015年度は、冷戦初期アメリカのアフリカ系作家や女性作家を分析する上で重要と考え
られ、かつこれまでの研究を行ってきたWilliam Faulknerなどのリベラル系男性作家の研究
をまとめつつ、Ann Petryらのアフリカ系の女性作家の第一次資料の収集、精読、分析を行っ
た。平成 27 年度は家庭の事情等で予定していた海外でのアーカイブ調査はできなかったもの
の, 国内の図書館やWeb等を利用して 1資料の収集、精読、分析を行った。 
 
（２）2016 年度はまず、平成 27 年度に調査と分析を行った William Faulkner などのリベ
ラル系男性作家の研究をまとめた。その研究成果を、第 12 回国際文化表現学会全国大会で口
頭発表し、論文としてまとめ Soundings 42号）で発表し、評価を仰いだ。 
さらに 8月末から 1週間ほどアメリカに出向き、ニューヨーク公立図書館および分館のショ
ーンバーグブラックカルチャーセンターにて、Ann Petryらのアフリカ系の女性作家の第一次
資料の収集を行い、それらを精読、分析した。その研究成果の一端は、日本アメリカ文学会第
55回全国大会にて口頭発表し、評価を仰いだ。 
また調査対象の作家のアクティビズムとその社会背景を多角的に検証するため、雑誌や新聞
をはじめとする当時のメディアに関する一次資料の収集、精読、分析も行った。その研究成果
の一端を、2017 WELL Conference、ジェンダー史学会第 13回年次大会にて発表し評価を仰
いだ。 
 
（３）2017年度は、2016年度から行っているアフリカ系の女性作家の第一次資料の収集、精
読、分析を継続しつつ、Lillian Smithらの白人女性作家の一次資料の収集、精読、分析を行っ
た。また当時のメディアとの関連性の中で考察することで、より多角的な文学作品とそのアク
ティビズムについて考察を試みた。それらの研究成果については、ジェンダー史学会第 14 回
年次大会での口頭発表、ギリシアの PANTEION UNIVERSITY OF SOCIAL AND 
POLITICAL SCIENCES にて、修士課程の学生向けのセミナーにて、スピーカーとして招待
され講演を行うことで評価を仰いだ。 
 
（４）2018年度は、2017年度から行っている Lilian Smithらの白人女性作家の第一次資料の
収集、精読、分析を継続しつつ、その研究成果の一端を共著の図書として発表することで評価
を仰いだ。 



さらに、この時代のメディアに関する一次資料の収集、精読、分析も引き続き行った。大衆メ
ディアについての資料収集に加えて、2018年度は、2019年 2月末より米国のニューヨーク公
立図書館および分館のショーンバーグセンターにおいて、Ann Petryや Lillian Smithらの女
性作家がジャーナリストや編集者として携わった新聞や雑誌に関する第一次資料収集、精読、
分析を行った。そして、メディアに関する研究成果の一端をカナダのバンクーバーで行われた
国際学会、2018 Conference of the International Federation for Research on Women's 
History: Transnationalism, Transgression, Translation at Simon Frazer Universityで発表
し、評価を仰いだ。 
 
   
４．研究成果 
  本研究は、これまで冷戦というコンテクストで論じられることの少なかった Ann Petry
や Lillian Smithなどのアメリカ人作家が戦後から冷戦初期に書いた作品を、その作家の政治的
な意識やアクティビズムとの関連において分析を行ったものである。本研究の期間を通じての
研究の成果を論文 1編、共著の図書 1冊、口頭発表 8回として発表した。各年度の研究成果の
詳細は以下のとおりである。 
 
（１）本研究の成果の一つはこうした作品を、冷戦というコンテクストで分析することで、冷
戦期文学の多様性を明らかにしたことにある。さらにこうした作品を、戦争および冷戦を通じ
て急速にグローバル化してゆくアメリカ社会というコンテクストにおいて検討しなおすことで、
この時代の作家たちがアメリカでナショナルな問題として浮上し始めてきた人種とジェンダー
といった問題を、インターナショナルな視点から捉えていたことを明らかにしたことにある。
こうした視点は、1960 年代以降に盛んとなるブラックアーツムーブメントやフェミニズム運動
などにみられる芸術と政治運動の融合への関連性を示しつつ、こうした運動の定義に新たな視
点を加えるものであることを明らかにした。加えて、冷戦初期の作品にみられるグローバルな
視点から、ローカルな問題を多様性や流動性のなかで見つめる視点は、20 世紀の終わりから 21
世紀に入って盛んとなったニューサザンスタディーズに見られる、地域研究におけるグローバ
ルな視点と呼応する現代性のあるものであり、この点は研究開始当初は考えていなかったもの
の、今回の研究を通じて得られた新たな知見であった。こうした研究の成果は、William Faulkner
に関する論文 1本、Lilian Smithに関する共著の図書 1冊として刊行した。そして、日本アメリ
カ文学会第 55回全国大会で行った Ann Peryに関する口頭発表を含めた 2回の口頭発表を行っ
た。 
 
（２）また本研究の特徴の一つは、冷戦初期の作家の作品を雑誌や新聞などのメディアとの関
連で研究した点にある。特に冷戦初期の女性作家はジャーナリストや編集者として、新聞や雑
誌の刊行に関わっており、この時代の作家たちのこうした活動が、冷戦初期のアメリカ文学の
形式に多様性を与えていたことを明らかにしたことが、本研究の成果といえる。また、この時
代の女性作家のメディアとの関係は未だ十分な研究がなされておらず、今後、ジェンダースタ
ディーズ、女性史、ピリオディカルスタディーズやメディア研究といったコンテクストで分析
を進めることで、新たな知見が得られることが考えられる。これについては、今後も 1次資料
の収集、精読分析を継続し、論文としてまとめいく予定である。冷戦初期のメディアについて
は、2018 Conference of the International Federation for Research on Women's History: 
Transnationalism, Transgression, Translation at Simon Frazer University などの国際学
会、およびジェンダー史学会他国内の学会で合計 6回の口頭発表を行った。 
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